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栗
山
町
は
北
海
道
夕
張
市

の
西
隣
に
位
置
し
、
夕
張
川

と
夕
張
山
地
に
挟
ま
れ
た
農

業
を
基
幹
産
業
と
し
、
面
積

は
神
戸
町
の
10
．
９
倍
の
２

０
３
．
９
３
㎢
で
、人
口
は
、

約
１
１
．
３
０
０
人
で
、
神

戸
町
の
６
割
ほ
ど
の
町
で
あ

る
。隣

接
の
夕
張
市
が
２
０

０
７
年
３
月
に
財
政
破
綻
を

し
て
国
の
管
理
下
に
入
っ
た

の
を
期
に
議
会
改
革
に
着
手

し
、
日
本
で
最
初
に
議
会
基

本
条
例
（
議
会
運
営
に
お
け

る
最
高
規
範
）
を
制
定
し
た

町
で
あ
る
。

◆
信
頼
さ
れ
る
議
会
に

❶
地
方
分
権
改
革
と
し
て
、

重
く
な
る
議
決
責
任
と
問

わ
れ
る
説
明
責
任

❷
三
位
一
体
の
改
革
と
し

て
、
富
の
再
配
分
か
ら
負

の
再
分
配
の
時
代
へ

❸
平
成
の
大
合
併
と
し
て
、

求
め
ら
れ
る
透
明
性
と
多

様
化
す
る
価
値
観

こ
れ
ら
の
社
会
的
背
景

を
も
と
に
、
情
報
公
開
を
推

進
、
住
民
参
加
に
挑
戦
、
監

視
・
提
案
機
能
の
向
上
を
目

指
す
。

◆
議
会
基
本
条
例
三
本
の
柱

❶
徹
底
し
た
情
報
の
公
開
と

共
有

❷
住
民
参
加
の
機
会
の
保
証

❸
積
極
的
な
議
員
間
の
討
議

具
体
的
な
条
例
の
特
徴

①
町
民
や
団
体
と
の
意
見
交

換
の
た
め
の
議
会
主
催
に

よ
る
一
般
会
議
の
設
置

②
請
願
・
陳
情
を
町
民
か
ら

の
政
策
提
案
と
し
て
位
置

づ
け

③
全
て
の
議
案
に
対
す
る
議

員
の
態
度
（
賛
否
）
を
公

表
④
年
１
回
の
議
会
報
告
会
の

開
催
を
義
務
化

⑤
議
員
の
質
問
に
対
す
る
町

長
や
町
職
員
の
反
問
権
の

付
与

⑥
政
策
形
成
過
程
に
関
す
る

資
料
の
提
出
の
努
力
義
務

⑦
６
項
目
に
わ
た
る
議
決
事

項
の
追
加

⑧
議
員
相
互
間
の
自
由
討
議

の
推
進

⑨
政
務
活
動
費
に
関
す
る
透

明
性
の
確
保

⑩
議
員
の
政
治
倫
理
を
明
記

し
、
別
途
議
会
議
員
政
治

倫
理
条
例
を
制
定

⑪
最
高
規
範
性
と
毎
年
の
見

直
し
を
明
記

⑫
町
民
か
ら
議
会
運
営
に
関

し
提
言
を
聴
取
す
る
議
会

モ
ニ
タ
ー
を
設
置

⑬
有
識
者
に
政
策
づ
く
り
へ

の
助
言
を
も
ら
う
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
の
導
入

⑭
正
副
議
長
志
願
者
の
所
信

表
明
の
導
入

⑮
災
害
発
生
時
の
対
応
方
針

を
規
定
（
業
務
継
続
計
画

の
制
定
）

⑯
通
年
議
会
、
文
書
質
問
の

導
入

以
上
の
通
り
議
会
の
改
革

に
力
を
注
い
で
い
る
。

そ
の
他
、
議
会
中
継
の
シ

ス
テ
ム
の
導
入
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

の
推
進
を
は
じ
め
、
議
員
の

な
り
手
対
策
事
業
と
し
て
議

員
の
学
校
を
開
校
す
る
な
ど

議
会
と
町
民
の
距
離
を
近
づ

け
て
き
て
い
る
。

神
戸
町
に
お
い
て
も
、
情

報
公
開
を
徹
底
し
住
民
に
近

い
議
会
を
目
指
し
て
改
革
を

推
進
し
た
い
。

日　程　7月26日㊌～28日㊎
視察先　北海道栗山町・長沼町・三笠市

【北海道 栗山町】

議会改革の取り組みについて
議会改革特別委員会　副委員長 大場 光晴 議員

栗
山
町

北 海 道
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【北海道 長沼町、三笠市】

長沼町児童センター視察記
民生文教常任委員会　副委員長 宮川 一美 議員

７
月
27
日
、
北
海
道
夕
張

郡
長
沼
町
の
児
童
セ
ン
タ
ー

を
視
察
し
た
。

長
沼
町
は
札
幌
市
付
近
に

位
置
し
、
面
積
は
神
戸
町
の

９
倍
、
人
口
約
１
万
人
で
、

農
業
を
主
幹
産
業
と
し
た
自

然
豊
か
な
町
で
あ
る
。

学
校
は
各
１
校
ず
つ
で
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
と
の
こ

と
で
あ
る
。

児
童
セ
ン
タ
ー
整
備
に

つ
い
て
は
、
平
成
28
年
の
総

合
計
画
に
盛
り
込
み
進
め
ら

れ
、
平
成
31
年
４
月
に
開
館

し
た
。

児
童
セ
ン
タ
ー
の
特
性

は
次
の
３
点
と
の
こ
と
で
あ

る
。

①
拠
点
性

子
ど
も
が
自
ら
の
意
思
で

利
用
で
き
、
自
由
に
遊
ん
だ

り
く
つ
ろ
い
だ
り
、
年
齢
の

異
な
る
子
ど
も
同
士
が
一
緒

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
居

場
所
と
な
り
、
地
域
の
拠
点

と
な
る
。

②
多
機
能
性

子
ど
も
の
あ
ら
ゆ
る
課

題
に
直
接
関
わ
る
こ
と
が
で

き
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機

関
に
橋
渡
し
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

③
地
域
性

地
域
の
住
民
と
、
子
ど
も

に
関
わ
る
関
係
機
関
等
と
連

携
し
て
、
地
域
に
お
け
る
子

ど
も
の
健
全
育
成
の
環
境
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き

る
。『

居
た
い
。
行
き
た
い
。

や
っ
て
み
た
い
。』
を
目
指

し
て
児
童
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
努
力
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

概
要
は
次
の
通
り
で
あ

る
。木

造
平
屋
建
て
、
床
面
積

９
９
７
㎡
。

玄
関
を
入
る
と
、
ホ
ー
ル

兼
図
書
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

子
ど
も
達
が
く
つ
ろ
い
で
い

た
。中

央
に
通
路
が
あ
り
、
両

側
に
各
部
屋
が
配
置
さ
れ
、

動
線
が
短
く
、
目
線
が
届
き

や
す
い
設
計
で
あ
っ
た
。

各
部
屋
と
し
て
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
、
創
作
活
動

室
、
文
化
活
動
室
、
遊
戯
室
、

児
童
ク
ラ
ブ
室
、
事
務
室
な

ど
で
あ
る
。

遊
戯
室
は
天
井
が
高
く
、

ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

コ
ー
ト
が
準
備
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、

児
童
ク
ラ
ブ
専
用

室
が
３
室
あ
り
、

子
ど
も
達
が
大
勢

利
用
し
て
い
た
。

神
戸
町
で
は
今

年
度
、
児
童
館
設

置
の
基
本
設
計
を

行
う
が
、
参
考
に

す
べ
き
所
が
多
数

あ
る
と
感
じ
た
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
を
見
学

北
海
道
三
笠
市
に
あ
る
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
リ
サ
イ
ク
ル
会
社
「
エ
コ

パ
ー
ク
三
笠
」
を
視
察
し
た
。

こ
の
会
社
で
は
、
自
治
体
で
分
別
収
集
さ

れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
、
ペ
レ
ッ
ト
な
ど

の
製
品
に
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
た
。

神
戸
町
で
も
、
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
が
始
ま
っ
た
が
、

し
っ
か
り
分
別
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
多
く

が
再
利
用
で
き
る
た
め
、
正
し
い
ご
み
の
出

し
方
を
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
感

じ
た
。

長
沼
町 三

笠
市

北 海 道
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表
紙
の
写
真
は
、
八
条
に
あ
る
瑞
雲
寺
の
柿
の
木

で
、
昭
和
五
十
五
年
十
月
に
町
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
関
ケ
原
の
戦
い
が
あ
っ
た
慶
長
五

年
（
１
６
０
０
年
）、
家
康
は
岐
阜
城
が
東
軍
の
攻
撃

に
よ
っ
て
落
城
し
た
と
聞
き
、
９
月
１
日
に
江
戸
を
出

発
し
て
、
13
日
に
岐
阜
に
入
り
、
14
日
に
は
赤
坂
へ
向

か
っ
て
進
軍
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
道
中
、
神

戸
町
の
白
山
神
社
で
休
憩
し
て
い
た
家
康
に
、
瑞
雲
寺

の
住
職
が
大
き
な
柿
を
献
上
し
た
と
こ
ろ
、「
大
垣
（
大

柿
）
わ
が
手
に
入
れ
り
」
と
喜
び
、「
あ
あ
シ
ブ
か
っ

た
、
シ
ブ
か
っ
た
」
と
大
声
で
叫
び
、
柿
を
前
庭
に
ば

ら
ま
い
て
、「
小こ
し
ょ
う姓

ど
も
、
大
垣
（
大
柿
）
を
奪
い
取

り
に
い
た
せ
」
と
、
上
機
嫌
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
当
は
、
甘
い
柿
な
の
に
、
と
っ
さ
に
ひ
ょ
う
き

ん
な
一
面
を
の
ぞ
か
せ
、今
度
の
関
ケ
原
の
戦
い
は
「
八

部
勝
っ
た
」（
四シ

部ブ

勝
っ
た
＋
四シ

部ブ

勝
っ
た
＝
八
部
勝
っ

た
）
と
手
を
た
た
い
て
大
笑
い
し
、
瑞
雲
寺
に
柿
寺
の

称
号
と
寺
領
十
石
を
与
え
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

※ 

小こ
し
ょ
う姓

と
は
、武
士
の
職
の
一
つ
で
、将
軍
身
辺
の
雑
用
を
務
め
た
。

議会の動き（８月～10月）

　

☆会期の日程
　12月  ４日（月）
　　開会、議案の説明
　12月 13日（水）
　　一般質問
　12月 14日（木）
　　議案の審議
☆場所
　役場３階　議場
☆時間
　午前９時 30分から

12 月定例会
のお知らせ

８月９月10月

14
日
（
水
） 

議
会
運
営
委
員
会

21
日
（
月
） 

全
員
協
議
会

 

西
濃
厚
生
病
院
説
明
会

 

市
町
村
議
会
議
員
セ
ミ
ナ
ー

21
日
（
月
） 

新
任
議
員
研
修

4
日
（
月
） 

第
５
回
定
例
会
（
初
日
）

6
日
（
水
） 

民
生
文
教
常
任
委
員
会

7
日
（
木
） 

総
務
建
設
常
任
委
員

13
日
（
水
） 

第
５
回
定
例
会
（
一
般
質
問
）

14
日
（
木
） 

第
５
回
定
例
会
（
議
案
審
議
）

22
日
（
金
） 

西
濃
厚
生
病
院
内
覧
会

26
日
（
火
） 

町
村
議
会
広
報
研
修
会

27
日
（
水
） 

西
南
濃
管
内
町
議
会
議
員
研
修
会
・

 

交
流
会

10
日
（
火
） 

広
報
編
集
特
別
委
員
会

18
日
（
水
） 

広
報
編
集
特
別
委
員
会

19
日
（
木
） 

全
員
協
議
会

 

上
水
道
特
別
委
員
会


